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はじめに

この章について
この章では、Mackie Control のSteinberg専用レイアウトについて、お

よび Mackie Control XT 8 チャンネル拡張ユニットについて説明しま
す。

Mackie Control における Steinberg レイアウト
Mackie Control には、「Lexan オーバーレイ」が用意されており、これ
には、Mackie Contol に対する、Steinberg Nuendo専用のキーアサイ

ンメントが示されています。

Lexan オーバーレイは、Mackie Control の右上部、およびトランスポー

トコントロールの上にかぶせることができます。そして、各キーアサ
インメントによって、Nuendoをリモートコントロールすることが可能

です。なお、Mackie 社にこの Lexan オーバーレイを発注することが可
能です。詳細はハードウェアの販売店にお問い合わせください。

次の図は、Mackie Control におけるSteinberg Lexanオーバーレイです。

本書では、Steinberg Lexan オーバーレイのキーアサインメント
を参照して説明します。Mackie Control のオリジナルの表示では
取り扱いません。

Mackie Control XT について
Mackie Control XT 8 チャンネル拡張ユニットにも対応しています。全

てのフェーダー、エンコーダー / ディスプレイは繋がったサーフェイ
スとして統合されます。下記を参照してください。 

• エンコーダーセクションにチャンネル（チャンネルストリップモー
ド、もしくはプラグイン）のデータが表示される時、パラメーター
は全てのデバイスのエンコーダーセクション上に左から右に向かっ
て表示されます。 

• フェーダーバンクナビゲーションとエンコーダーセクションは
Mackie Controlユニットからアサインされます。 

• Mackie Control と Mackie Control XT ユニットはそれぞれデバイス
設定から新しいデバイスとして追加する必要があります。
各デバイスに適切なMIDI ポートを割当てます。 

• デバイスリストで上部に表示されているデバイスが右に配置されて
いるチャンネルになり、デバイスリスト上の再下段のデバイスが左
端のチャンネルになります。
使用中のMIDI ポートは "All MIDI Inputs" として機能いたしませんの
でご注意ください。

"SHIFT" ボタンについて

アクションキー・セクションの2 列目右端に、"SHIFT" ボタンがありま
す。この "SHIFT" ボタンは、常に他の各ボタンと組み合わせて用いて、

各ボタンの機能を拡張します。"SHIFT" ボタンだけを押しても何も効果
はありません。

マーカー
セクション

アクション
キー・
セクション

フェーダー
グループ・
セクション

ファンクション
キー
F1～F8

ディスプレイ・
セクション

"SHIFT"
ボタン
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基本的なミキシング操作

この章について
この章では、フェーダーとその上にあるボタン列（SOLO / MUTE /

SELECT / REC / RDY）の使用方法と、フェーダー設定により影響される
チャンネルの選択方法について説明します。

コントロールするチャンネルを選択する
Mackie Control のフェーダーは、Nuendo における異なる8 つのチャン
ネル、およびマスターレベル（これには単独のフェーダーがあります）

をコントロールすることができます。Mackie Control のフェーダーバ
ンクセクションとフェーダーグループセクションを使って、コント

ロールするチャンネルを選択します。

フェーダーバンクセクション

フェーダーグループセクション

フェーダーバンクセクションのコントロール
フェーダーバンクセクションの左右の "BANK" ボタンを押して、8 つの

チャンネルのセットから次の8つのチャンネルのセットに、フェーダー
のチャンネル割り当てが切り換わります。たとえば、現在ミキサーチャ

ンネル 1 ～ 8をコントロールしている場合に "BANK" ボタンを押すと、
次の 8つのチャンネル、すなわちチャンネル 9 ～16 をコントロールで

きるようになります。元のチャンネルセットに戻るには、左の"BANK"
ボタンを押します。 

• フェーダーバンクセクションの左右の"CHANNEL"ボタンを押すと、
フェーダーのチャンネルの割り当てが、1 チャンネルずつ段階的に
移動します。
現在フェーダーがチャンネル 9 ～ 16 をコントロールしているとし

ます。左の "CHANNEL"ボタンを押すと、フェーダーのチャンネルの
割り当てが 1 つ左側に移動し、コントロールするチャンネルセット

は、チャンネル8 ～ 15となります。 

• フェーダーバンクセクションの"FLIP" ボタンを押すと、フェーダー
と V-Potの間で、パラメーター割り当てが切り換わります。すなわ
ち、フェーダーでコントロールしているパラメーターが、対応する
V-Potでコントロールすることになり、その逆も成り立ちます。 

• フェーダーバンクセクションの "EDIT"ボタンを押すと、現在の選択
部分（トラック、イベントなど）に対応する各種のエディタが開き
ます。 

• "SHIFT"ボタンを押しながら "EDIT"ボタンを押すと、現在アクティブ
な（最も手前に表示されている）ウィンドウが閉じられます。

フェーダーグループセクションのコントロール

Nuendoで、ミキサーウィンドウの「ビュープリセット」を作成するに
は、まず表示したいミキサーチャンネルの構成を行ってから、ミキサー
ウィンドウ左下にある "ビューセットの追加（Store View Set）"ボタン

をクリックします。
Mackie Control のSteinbergキーアサインメントで、チャンネルビュー

機能を活用することができます。フェーダーグループセクションでは、
Nuendoであらかじめ定義された、最初のチャンネルビューが"1" ボタ

ンに割り当てられ、2 つ目のチャンネルビューは "2"ボタンに ... と、以
下同様に割り当てられています。

このように、フェーダーグループセクションのボタンのいずれか 1 つ
を押すことにより、Nuendoにおける任意の 8 つのチャンネルビュー

を切り換えることができます。

前の8チャンネルを選択 次の8チャンネルを選択
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フェーダーについて
Mackie Control のフェーダーを利用して、実際的なレベルコントロー

ルとミキシングを行い、Nuendoの対応するチャンネルレベルを精密に
調節することができます。

また、各フェーダーにはモーターが内蔵されており、プロジェクトで
作成した全てのレベルオートメーションを反映して、フェーダー位置

が自動的に移動します（ただしプロジェクト上でオートメーションを
有効にしている場合）。

また、コントロールする 8 つのチャンネルのセットを新しく選択した
場合も、フェーダー位置は即座に、その新しい 8 つのチャンネルにお

ける現在のレベルを反映するべく移動します。 

• フェーダーはタッチセンス方式で、フェーダーを手動で操作すると、
直ちにモーターの稼動がオフとなります。
つまり、レベルオートメーションによって、フェーダーが自動的に

移動している場合も、いつでもこのオートメーションに優先して、
手動操作に切り換えることが可能です。これは、デスクトップ上で

マウスを使用して、移動している画面上のフェーダーを直接操作す
る場合と同じです。 

• フェーダーのモーターが動作する際の音は非常に小さいものです
が、それでも完全に無音状態にしたい状況もあるでしょう（たとえ
ば、非常にソフトで微妙な音楽のミックスを行う場合など）。そのよ
うな場合、アクションキー・セクションにある "MOTORS"ボタンを
押して、モーターの動作を一旦を停止することができます。
作業が終了したら、再度 "MOTORS"ボタンを押します。フェーダー

のモーターが再び動作して、フェーダー位置が直ちに現在の設定レ
ベルを反映するべく移動します。

モーターの動作を停止しても、Nuendo のオートメーションに影
響はありません。プロジェクト内の全てのオートメーションデー
タは、通常通りに再生されます。

REC / RDY
V-Pot のすぐ下にある "REC/RDY"ボタンを押して、各トラックをレコー

ディング待機（Record Ready）状態にします。LED が点灯して、その
トラックが待機状態であることを示します。

"REC/RDY"ボタンの下にある "SIGNAL" LED は、各チャンネルの信号状
況を示します。Nuendoの各チャンネルのレベルメーターが、何らかの

動作を示す（= レベル表示など）と同時に、LED が点灯します。

MUTE / SOLO

"REC/RDY" ボタンの下にある 2 列のボタンで、各チャンネルのミュー
ト /ソロが可能です。次のルールが適用されます。 

• 同時に複数のチャンネルのミュート/ ソロができます。
"MUTE" / "SOLO" ボタンは、常に現在の 8 つのチャンネルのセット

における状態を示します。
つまり、あるチャンネルをミュートしてから、他のチャンネルセッ

トに切り換えた場合は、"MUTE" ボタンは消灯します（言い換えれ
ば、あらたなチャンネルセットのミュート/ ソロ状況を示します）。

あるチャンネルをソロにした際、Mackie Control パネルの右上部
にある "Rude Solo"インジケータにより、「いずれかのチャンネル
がソロになっている」旨を示します。
（"SHIFT"ボタンを押さずに、あるいは押しながら）"Solo Defeat"
ボタンを押して、全てのチャンネル、あるいは複数チャンネルの
組み合わせのミュート /ソロを解除することも可能です（24 ペー
ジの『ウィンドウの操作』参照）。

SELECT ボタンについて

フェーダーのすぐ上に "SELECT" ボタンの列があります。いずれかの

チャンネルの "SELECT" ボタンを押すと、そのチャンネルが選択された
状態となり、詳細な設定を行えるようになります（12 ページの

『セレクテッドチャンネルモード』参照）。 

• 一度に選択できるのは1 チャンネルだけです。 

• あるチャンネルをソロにすると、自動的に選択された状態になりま
す。 

• あるチャンネルを選択してから、フェーダーコントロールのために、
他の8 チャンネルのセットを選択した場合は、その "SELECT" ボタン
は消灯します。
チャンネルは依然として選択されたままですが、現在のフェーダー

セットには該当のチャンネルが表示されない状態となるために、消
灯するのです。
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ミキサーオートメーションについて
アクションキー・セクションの上側にある "READ" / "WRITE" ボタンは、

Nuendoにおけるミキサーオートメーションの"読み込み（Read）" / "書
き込み（Write）"モードに対応し、すなわちミキサーオートメーション

をリモートコントロールすることが可能です。 

• "READ" ボタンを押すと、選択したチャンネルのオートメーション
データ読み込みのオン / オフを切り換えます。 

• "SHIFT"ボタンを押しながら"READ"ボタンを押すと、全てのチャンネ
ルについて、オートメーションデータ読み込みのオン / オフを一律
に切り換えます。 

• "WRITE" ボタンを押すと、選択したチャンネルのオートメーション
データ書き込みのオン / オフを切り換えます。 

• "SHIFT"ボタンを押しながら"WRITE"ボタンを押すと、全てのチャン
ネルについて、オートメーションデータ書き込みのオン / オフを一
律に切り換えます。
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コントロールストリップのアサインメント

この章について
この章では、コントロールストリップのアサインメントを行

い、Nuendo の全ての VST セッティング（EQ、エフェクトセンド、エ
フェクト、VST インストゥルメントのパラメーターなど）にアクセスす

る方法について説明します。また、Mackie Control のディスプレイに
示される各パラメーターページに関しても説明します。

基本的な手順

パラメーターグループを選択する
ディスプレイに各パラメーターの設定を表示して、V-Pot を使ってその
設定を編集する際には、あらかじめ対応するパラメーターグループを

選択する必要があります。これを行うには、アサインメントセクショ
ン、またはアクションキーセクションにあるボタンを押します。

3つのモードについて
Mackie Control は、次の 3 つのモードのどれかで動作します - セレク

テッドチャンネル、フェーダーセット、グローバルモード -使用する
モードは、選択されているパラメーターグループに依存します。たと

えば、アサインメントセクションの "PAN" ボタンを押した場合、Mackie
Control はフェーダーセットモードとなります。

3 つのモードの各機能について、以下のページで説明します。

セレクテッドチャンネルモード
このモードでは、選択された 1 つのチャンネルに対して、8 つの異なる

パラメーターに同時にアクセスすることが可能です。一般的なミキ
サーコンソールで、1 つのチャンネルに対するパン、EQ、センドなど

の、縦に並ぶチャンネルストリップで作業を行うのと同様に考えれば
判りやすいでしょう。

このモードでパラメーターグループを選択すると、ディスプレイには
次のように表示されます。 

• フェーダーのすぐ上部にある8つの"SELECT"ボタンを押して、セレク
テッドチャンネルモードで編集するチャンネルを選択します。
9ページの『SELECTボタンについて』をご参照ください。

アクションキーセクション

アサインメントセクション

上の行には、利用できるパラメーターの名称が表示されます。各パラ
メーターは、対応するV-Pot でコントロールできます。この例は、V-
Pot 1は"Freq1"パラメーターを、V-Pot 2は"Gain1"パラメーターをコン
トロールできる状態です。

選択されたパラ
メーターグルー
プの名称

選択された
チャンネル

現在選択しているパラメーターの
ページ数と現在表示しているペー
ジを示します。この例では、2ペー
ジあるうちの 1ページ目を表示し
ていることを示します。
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フェーダーセットモード
このモードでは、8 つのチャンネル（= 現在のフェーダーセット）に対

して、1 種類のパラメーターを選択して編集できます。一般的なミキ
サーコンソールで、8 つのチャンネルに横1 列に並ぶパンコントロール

などで作業を行うのと同様に考えれば判りやすいでしょう。 

• フェーダーバンクセクション、あるいはフェーダーグループセク
ションのボタンを使って、8 ページの『コントロールするチャンネ
ルを選択する』で説明するように、編集対象とするチャンネルセッ
ト（=8つのチャンネル）を選択します。

グローバルモード
ここでは、グローバルセッティング、すなわち、チャンネルごとのセッ

ティングではない、各機能のセッティングを行います。これには、セ
ンドエフェクト、マスターエフェクト、VST インストゥルメントなどの

パラメーターセッティングが含まれます。
選択したパラメーターグループによって、ディスプレイの内容は異な

ります。ここでは "Instrument" グループが選択されており、現在アク
ティブなうちの、1 つの VST インストゥルメントにおけるセッティン

グが表示されている状態です。

コントロールストリップの使用
パラメーターグループ（またはパラメーターサブグループ -下記参照）

を選択したら、次に希望するパラメーターを含むページを開きます。ア
サインメントセクションの上部にある "I/O" ボタンを押して "Page

Down"、"SEND" ボタンを押して "Page Up" - これらを使用してページ
を変更して、目的のページを表示します。 

• "SHIFT"ボタン（アクションキーセクション 2 列目右側のボタン）を
押しながら "Page Down/Up" を行うと、利用できるパラメーター
ページの最初または最後に移動します。

パラメーターがディスプレイに表示されたら、対応する V-Pot を動か
して、値を調整します。 

• V-Potを動かすと、ディスプレイにはパラメーター名称の代わりに、
そのパラメーターの値を表示します。
V-Pot を動かした後、わずかな時間だけ、いま設定した値が表示さ
れ、パラメーター名称の表示に戻ります。 

• パラメーターの値を変更せず、確認するだけの場合は、ディスプレ
イセクションの"Name/Value" ボタンを押します。
これによって、ディスプレイにはパラメーターの値が表示されます。
再度 "Name/Value" ボタンを押すと、パラメーター名称の表示に戻

ります。 

• パラメーターの値は、V-Potの周りにある LEDでも示されます。

下の行には、現在のフェーダーセットにおける8つのチャンネルの
名称が表示されます。対応するV-Potで、8つのチャンネルの1つず
つに対して、選択したパラメーターをコントロールできます。こ
の例は、V-Pot 1は"Ch1"の"Pan"パラメーターを、V-Pot 2は"Ch2"
の"Pan"パラメーターをコントロールできる状態です。

選択された
パラメーター
グループの名称

編集可能な
パ ラ メー
ター

現在選択しているパラメーターの
ページ数と現在表示しているページ
を示します。この例では、2ページあ
るうちの 1 ページ目を表示している
ことを示します。

上の行には、利用可能なパラメーターの名称が表示されます。多くの
パラメーターから成る場合も、まずは4つのパラメーターが表示されま
す。各パラメーターは、2つのV-Potでコントロールできます。この例
は、ダイアル"V-Pot 1またはV-Pot 2で"Octave"パラメーターを、V-Pot
3またはV-Pot 4で"Semitone"をコントロールできる状態です。

選択されたパラメー
ターサブグループの
名称
パラメーターサブグ
ループの名称につい
ては14ページの『パラ
メーターサブグルー
プについて』参照

VST インストゥル
メントの名称

現在選択しているパラ
メーターのページ数と
現在表示しているペー
ジを示します。この例で
は、8ページあるうちの
2ページ目を表示してい
ることを示します。
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パラメーターサブグループについて
パラメーターサブグループで、セッティングの多くは次のように構成

されています。
パラメーターグループには（アサインメント、またはアクションキー

セクションのボタンを押してアクセス）、1 つ、または複数のパラメー
ターページが含まれており、それぞれに 1 つ、または複数のパラメー

ターがあります。
センドエフェクト、マスターエフェクト、インストゥルメント（以上

グローバルモード）、インサート（セレクテッドチャンネルモード）に
は、もう1 つのパラメーターの階層があります。これは「パラメーター

サブグループ」と呼ばれます。たとえば、マスターエフェクトのパラ
メーターは、次のような構成されています。

"Master Effect"パラメーターグループには、8つのサブグループ、つま
り各インサートエフェクトスロットごとに、1 つのサブグループが含

まれています。各サブグループには、多くのパラメーターを含むペー
ジが含まれています（これらの数は、アクティブなエフェクトの種類

に依存します）。 

• 別のパラメーターサブグループを選択するには、現在のサブグルー
プの最初のページを開き、V-Pot 1 を動かします。
下図は、マスターエフェクトグループの最初のパラメーターサブグ

ループにおける、最初のページです。

この章で使われるシンボルについて
以下のページでは、各パラメーターグループについて説明しています。

このパラメーターグループは、3 つのモード -セレクテッドチャンネ
ル、フェーダーセット、グローバル - に分かれます。

本マニュアルでは、各ページの上部にあるシンボルで各モードを分類
します。

「縦」のセレクテッドチャンネルモード

「横」のフェーダーセットモード

グローバルモード

Mackie Control ディスプレイで、パラメーターグループに 1 ページ以

上のパラメーターがある場合は、次のシンボルで示します。

これは Mackie Control ディスプレイのアサインメントセクションにあ

る "I/O / Sends" ボタンで、ページを切り換えます。

下図の場合、"I/O / Sends" ボタンを使って、"Level"と "Enable" の各パ

ラメーターページを切り換えます。

マスターエフェクトスロット1を表しています。V-Pot 1を使って、
別のパラメーターサブグループ（すなわち別のマスターエフェク
トスロット）を選択します。
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コントロールストリップのアサインメント

セレクテッドチャンネル : EQ
現在選択されているチャンネルの EQ コントロールにアクセスするた

めには、アサインメントセクションの "EQ" ボタンを押します。"Shift"
ボタン +"EQ" ボタンを押すと選択されたチャンネルの１バンドがペー

ジごとに表示されます。

フェーダー上部の "SELECT" ボタンを押して、チャンネルを選択します。

EQ コントロールは、2ページに分かれます： 

• Page1
4バンドの周波数（Freq）、ゲイン（Gain） 

• Page2
4バンドの EQ オン（Enable）/ オフ（Disable）、"Q" のコントロール

セレクテッドチャンネル :センド
現在選択されているチャンネルのエフェクトセンドコントロールにア

クセスするためには、アサインメントセクションの "DYN" ボタンを押
します。"Shift" ボタン +"DYN"ボタンを押すとフェーダーセットモード

の "FX Send 1" から"FX Send 8" まで移動します。

フェーダー上部の "SELECT" ボタンを押して、チャンネルを選択します。

センドのコントロールは、4 ページに分かれます： 

• Page1
8つのセンドレベル 

• Page2
8つのセンドオン（Enable）/オフ（Disable） 

• Page3
プリ（Pre）/ポスト（Post）フェーダーモード  

• Page4
センドの出力バス（Bus）の選択

出力バスの選択は、FX Sendの信号を内蔵エフェクト、グループ
チャンネル、またはハードウェアの出力バス（サウンドカードに
複数の出力がある場合）などに直接送る場合に行うものです。



16

コントロールストリップのアサインメント

セレクテッドチャンネル :インサート
現在選択されているチャンネルのインサートエフェクトコントロール

にアクセスするためには、アサインメントセクションの "PLUG INS" ボ
タンを押します。

フェーダー上部の "SELECT" ボタンを押して、チャンネルを選択します。 

• "Page 01"が選択されている場合は、V-Pot 1 を動かして、編集した
いインサートスロットを選択できます（14 ページの『パラメー
ターサブグループについて』参照）。

選択したインサートスロットにエフェクトが選択されていない場合

は、ディスプレイには "No Effect" と表示されます。

Nuendoでインサートスロットにプラグインを追加すると、ディスプレ
イにはそのプラグイン名称とパラメーターが表示されます。また、ペー

ジ数の表示が、プラグインのパラメーターにおけるページ数に変わり
ます。

"Reverb32" プラグインを選択した場合は、このようになります。

セレクテッドチャンネル : Studioセンド
現在選択されているチャンネルの Studio センドコントロールにアクセ

スするためには、アクションキーセクションの "SENDS"と "SHIFT" ボタ
ンを押します。

フェーダー上部の "SELECT" ボタンを押して、チャンネルを選択します。

Studio センドのコントロールは 4ページに分割されています。 

• Page1
各Studio センドのセンドレベル 

• Page2
各Studio センドのオン（Enable）/オフ（Disable） 

• Page3
プリ（Pre）/ポスト（Post）フェーダーモード  

• Page4
Studio センド信号のパンコントロール



17

コントロールストリップのアサインメント

セレクテッドチャンネル :インストゥルメント
現在選択されているチャンネルのインストゥルメントコントロールに

アクセスするためには、アクションキーセクションの "INSTRUMENTS"
ボタンを押します。

フェーダー上部の "SELECT" ボタンを押して、チャンネルを選択します。

フェーダーセット :パン
現在のフェーダーセットのパンコントロールにアクセスするために

は、アサインメントセクションの "PAN" ボタンを押します。

それぞれの V-Potを使って、現在のフェーダーセットにおける、各チャ

ンネルのパンをコントロールします。
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コントロールストリップのアサインメント

グローバル：センドエフェクト
Mackie Control から、FX チャンネルの最初のインサートに読み込まれ

ているエフェクトのパラメーターをコントロールできます。これらの
エフェクトにアクセスするためには、アクションキーセクションの

"SENDS" と"SHIFT" ボタンを押します。 

• "Page 01"が選択されている場合は、V-Pot 1 を動かして、編集した
いエフェクトスロットを選択できます（14 ページの『パラメー
ターサブグループについて』参照）。

選択したスロットにエフェクトが選択されていない場合は、ディスプ

レイには "No Effect" と表示されます。

Nuendoでスロットにプラグインを追加すると、ディスプレイにはその
プラグイン名称とパラメーターが表示されます。また、ページ数の表

示が、プラグインのパラメーターにおけるページ数に変わります。

"Reverb32" プラグインを選択した場合は、このようになります。

グローバル：マスターエフェクト
Mackie Control から、Nuendoのメインの出力バスにおけるマスターエ

フェクトセクションに搭載されている、もしくは新しく起動した、各
エフェクトのパラメーターをコントロールできます。これらのエフェ

クトにアクセスするためには、アクションキーセクションの"MASTER"
ボタンを押します。 

• "Page 01"が選択されている場合は、V-Pot 1 を動かして、編集した
いエフェクトスロットを選択できます（14 ページの『パラメー
ターサブグループについて』参照）。

選択したスロットにエフェクトが選択されていない場合は、ディスプ
レイには "No Effect" と表示されます。

Nuendoでスロットにプラグインを追加すると、ディスプレイにはその
プラグイン名称とパラメーターが表示されます。また、ページ数の表

示が、プラグインのパラメーターにおけるページ数に変わります。

"Symphonic" プラグインを選択した場合は、このようになります。
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コントロールストリップのアサインメント

グローバル：インストゥルメント
Mackie Control から、Nuendoの VST インストゥルメントラックに起

動した各インストゥルメントのパラメーターをコントロールできま
す。これらにアクセスするためには、アクションキーセクションの

"INSTRUMENTS"ボタンを押します。 

• "Page 01"が選択されている場合は、V-Pot 1 を動かして、編集した
い VST インストゥルメントスロットを選択できます（14 ページの
『パラメーターサブグループについて』参照）。

選択したスロットにインストゥルメントが選択されていない場合は、

ディスプレイには "No Effects" と表示されます。

Nuendo でスロットにインストゥルメントプラグインを追加すると、
ディスプレイにはそのプラグイン名称とパラメーターが表示されま

す。また、ページ数の表示が、プラグインのパラメーターにおけるペー
ジ数に変わります。
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トランスポートコントロール

この章について
この章では、Mackie Control から Nuendoのプレイバック、レコーディ

ング、ポジショニング、および時間表示をコントロールする方法につ
いて説明します。

トランスポートコントロール
Mackie Control のトランスポートコントロールは、パネルの右下にあ

ります。 

• "SHIFT"ボタンを押しながら "REWIND" / "FAST FWD" ボタンを押す
と、Nuendoにおけるプロジェクトカーソルが、プロジェクトの開
始/ 終了のポジションに移動します。

ジョグホイールについて
ジョグホイールは Nuendoのプロジェクトカーソルを移動する際に使

用します。ジョグホイール上部の "SCRUB" ボタンを押した場合、
Nuendo のジョグファンクション（音を再生しながら早送り、巻き戻

し）が使用できます。

早送り プレイバック停止 レコーディング巻戻し

ジョグホイール

カーソルキー
25 ページの『カーソル
キー』参照
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トランスポートコントロール

マーカーを使った作業

プロジェクト内であらかじめ定義した特定のマーカーポジションに、
プロジェクトカーソルのポジションを、Mackie Control で直接移動さ

せることが可能です。また、マーカーをプロジェクトの希望のポジショ
ンに追加ーすることもできます。マーカーの使用方法としては、おそ

らく "L" / "R"マーカー、すなわち左右ロケーターの各ポジションに移動
するのが最も一般的でしょう。

マーカーポジションへの移動 

• マーカーセクション（トランスポートコントロールのすぐ上）にあ
る"PREV" / "NEXT" ボタンを押して、プロジェクト内の現在のカーソ
ルポジションから、その次、あるいは 1 つ手前のマーカーポジショ
ンに移動します。

マーカーの追加
1. プロジェクトカーソルを、マーカーを追加したいポジションに配置
します。

2. マーカーセクションの"ADD" ボタンを押します。
プロジェクト内の現在のカーソルポジションにマーカーが追加され

ます。

タイムディスプレイについて
ディスプレイセクションの "SMPTE/Beats" ボタンを押すと、Nuendoの

プロジェクト設定で選択するのと同様に、Mackie Contol のタイムディ
スプレイが "Bar & Beats" とタイムコードフォーマットの間で切り換わ

ります。

この変更は、Nuendo上のトランスポート上のタイムディスプレイにも

影響します。

Nuendoのトランスポート上でタイムディスプレイを変更した際
は、この変更は Mackie Controlに反映しません。タイムディスプ
レイを Mackie Control 上で変更した時点で、Nuendoのプロジェ
クト設定のフレームレートとディスプレイフォーマットと同一
の表示となります。
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その他の機能

この章について
この章では、Mackie Control のパネル上で利用できる、その他の機能

について説明します。

プロジェクト機能

アクションキー・セクションの "SAVE" / "REVERT" ボタンには、次のよ
うな機能があります： 

• "SAVE"ボタンを押すと、現在のプロジェクトを保存します。
Nuendoの "ファイル（File）"メニューから "保存（Save）"を行うの

と同じです。 

• "SHIFT" ボタンを押しながら "SAVE"ボタンを押すと、現在のプロ
ジェクトのバックアップコピーを保存します。
Nuendoの"ファイル（File）"メニューから "名前をつけて保存（Save

As）"を行うのと同じです。 

• "REVERT" ボタンを押すと、現在のプロジェクト内容が、最後に保存
した状態に戻ります。
Nuendoの "ファイル（File）"メニューから "最後の保存時の状態に

戻す（Revert）"を行うのと同じです。

編集機能

アクションキー・セクションの "UNDO" / "REDO" ボタンには、次のよ

うな機能があります： 

• "UNDO" ボタンを押すと Nuendo で最後に行った操作内容を取り
消します（アンドゥ）。 

• "SHIFT"ボタンを押しながら"UNDO"ボタンを押すと、Nuendoの"編
集履歴（Edit History）"ダイアログが開きます。 

• 再度"UNDO" するには"REDO" ボタンを押します。

ウィンドウの操作

マーカーセクションの上部、および左側にあるボタンを使って、
Nuendoのプロジェクトをコントロールしたり、ウィンドウの開閉を行

うことができます。 

• "LEFT" ボタンを押すと、現在左ロケータとして指定されているポジ
ションに、プロジェクトカーソルを配置します。 

• "SHIFT"を押しながら "LEFT" ボタンを押すと、現在のカーソルポジ
ションに左ロケータを設定します。 

• "RIGHT"ボタンを押すと、現在右ロケータとして指定されているポ
ジションに、プロジェクトカーソルを配置します。 

• "SHIFT"を押しながら "RIGHT"ボタンを押すと、現在のカーソルポジ
ションに右ロケータを設定します。 

• "CYCLE"ボタンを押すと、Nuendoのサイクルモードのオン / オフが
切り換わります。この設定はNuendo のトランスポートに反映され
ます。 

• "PUNCH"ボタンを押すと、Nuendoのオートパンチインのオン / オフ
が切り換わります。この設定はNuendo のトランスポートに反映さ
れます。 

• "PROJECT" ボタンを押すと、現在のプロジェクトウィンドウが手前
に表示されます。 

• "MIXER"ボタンを押すと、ミキサーウィンドウを開閉します。 

• "MOTOR"ボタンを押すと、フェーダーモーターの動作オン / オフが
切り換わります（9ページの『フェーダーについて』参照）。 

• "SOLO DEFEAT" ボタンを押すと、全てのチャンネルのソロがオフに
なります。 

• "SHIFT"ボタンを押しながら"SOLODEFEAT"ボタンを押すと、全ての
チャンネルのミュートがオフになります。

Mackie Control の右上、ディスプレイの隣に、"RUDE SOLO" と表示さ

れる LED があります。これは、いずれかのチャンネルがソロになった
場合に点灯します。

RUDE SOLO LED
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ファンクションキー

F1～ F8のファンクションキー、そして "SHIFT"ボタンと組み合わせて、

Nuendoの各機能（コマンド）にアクセスすることができます。Mackie
Cotrol のファンクションキーに各機能を割り当てる方法については、

Nuendoのオペレーションマニュアルをご参照ください。

Mackie Control のリアパネルには、フットペダル入力端子が 2つあり、

"User Switch A / B" と表示されています。

Mackie Control のリアパネルのスイッチ、および各入力端子

フットペダルに対して機能を割り当てる手順は、ファンクションキー

における場合と同様です（上記参照）。

カーソルキー

ジョグホイールの左にあるカーソルキーは、Nuendoにおいて、PCキー

ボードの矢印キーと同様に機能します。

パラメーターディスプレイ上でのレベルメーターの
表示
"Shift" ボタンと"SMPTE/Beats" ボタンを押すことで、パラメーターディ

スプレイ上に各チャンネルのレベルメーターを表示させることができ
ます。もう一度同じボタンを押すことでパラメーターモードに戻りま

す。
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B
Bankボタン 8

C
CHANNELボタン 8
Cycleボタン 24

E
Editボタン 8
EQ

Selected Channelmode 17
セレクテッドチャンネルモード 15

F
Flipボタン 8
FX Send

セレクテッドチャンネルモード 15
モード 15, 16, 18, 19

L
Leftボタン 24

M
Mackie Control XT 6
Mixerボタン 24
Motorsボタン 9
Muteボタン 9

N
Name/Valueボタン 13

P
Page Up/Downボタン 13
Pan

Fader Set mode 17
フェーダーセットモード 16, 17

Projectボタン 24
Punchボタン 24

R
Readボタン 10
Rec/Rdyボタン 9
Redoボタン 24
Revertボタン 24
Rightボタン 24

S
Saveボタン 24
Selectボタン 9

編集時のチャンネルの選択 9
SMPTE/Beatsボタン 22

Soloボタン 9
Studio Sends

セレクテッドチャンネルモード 16

U
Undoボタン 24

V
V-Pot 13
VSTインストゥルメント 19

W
Writeボタン 10

い
インサート 16
インストゥルメント 19

え
エフェクト

インサートエフェクト 16
センドエフェクト 18
マスターエフェクト 18

お
オーバーレイ 6

か
カーソルキー 25

く
グローバルモード 13

こ
コントロールストリップ 13

し
ジョグホイール 21

せ
セレクテッドチャンネルモード 12, 15, 16
センド

セレクテッドチャンネルモード 15, 17
センドエフェクト 18

と
トランスポートコントロール 21

は
パラメーターグループ 12
パラメーターサブグループ 14
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ふ
フェーダー 9
フェーダーセットモード 13, 16, 17

ほ
ホイール 21

ま
マーカー 22
マスターエフェクト 18

も
モーター 9

れ
レベルメーター 25
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